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Ａ．研究目的 

新型コロナウイルス感染症はコウモリ、エム

ポックスはげっ歯類から由来する動物由来感

染症であり、公衆衛生上の問題となっている。

国内でもマダニ媒介感染症である重症熱性血

小板減少症候群(SFTS)は人のみならず犬や猫

での発症、北海道で新たに発見された Yezoウ

イルスなど新たな脅威が発生している。また、

伴侶動物由来コリネバクテリウム・ウルセラ

ンスの動物から人への感染は、ジフテリアに

対するワクチンを接種しているために大きな

問題となっていないが、ジフテリアと同じ毒

素を有しており、今後脅威となる可能性も否

定できない。更に、野生動物が保有するレプト

スピラ菌は現在も動物および人へ感染し、洪

水発生時には問題となることが多い。異常気

象が増えてきた昨今、レプトスピラによる動

物および人への感染が更なる問題となること

も危惧される。また、北海道における地方病と

考えられていたエキノコックスが愛知県で見

つかるなど、感染拡大が危惧される感染症も

ある。代表的な感染症を列挙したが、人は感染

症法、生産動物は家畜伝染病予防法により感

染症の発生が調査されているが、伴侶動物や

野生動物における感染症はほとんど報告され

ていないのが現状である。このような現状に

対応するために One Healthアプローチが求め

られている。人・生産動物・伴侶動物・野生動

物の感染症を総合的にとらえ、国民・行政・医

師・獣医師・研究者が分野横断的に対策をとる

ことが求められる。 

 

Ｂ．研究方法 

各研究分担者が以下の項目に関して研究を実

施した。 

1) 研究総括とワンヘルス推進の拡大に向け

た検討（前田 健） 

研究要旨： 

本研究班では、2022年度に厚生労働科学研究費により実施された 3 つの主要なテーマ、「地

域ワンヘルス推進に関する取組のモデル事例の検討」、「国内の野生動物及び愛玩動物由来感

染症サーベイランスのガイダンスの作製」、「動物由来感染症の国内知見の情報集約」を更に

応用・展開することを目的とする。具体的な内容としては、１）福岡県・徳島県・北海道・

宮崎県で地域ワンヘルスアプローチの取り組みを展開した。２）国内の野生動物及び愛玩動

物由来感染症サーベイランスのガイダンスに基づき、野生動物・伴侶動物において動物由来

感染症の検査体制を構築し、ガイダンスを更新した。３）動物における感染症の発生をリア

ルタイムに情報収集するためのシステムを構築した。 
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2) 地域のワンヘルス推進に関する取組のモ

デル事例の検討に関する研究（香月 進） 

3) 徳島県内の愛玩動物、野生動物、産業動物

における SFTSの浸潤状況調査に関する研

究（山本 晃久） 

4) ワンヘルスの概念に基づく、特殊検査の

実施と資料バンクの構築（澤 洋文） 

5) 宮崎大学のワンヘルス推進に関する取り

組み（岡林 環樹） 

6) 動物由来感染症発生動向調査のためのシ

ステム開発（宇田 晶彦） 

7) 動物由来感染症対策マニュアルの検討

（鈴木 道雄） 

 

（倫理面への配慮） 

該当なし 

 

Ｃ．研究結果 

1) 研究総括とワンヘルス推進の拡大に向け

た検討 

山口大、宮崎大、長崎大、岡山理科大、東京農

工大、東京大、北海道大、広島県獣医師会、ベ

ッツクリニカルラボと連携して、全国の犬・猫

における SFTS の発生状況の情報収集を行い、

集められた情報を関係者に提供している。ま

た、最も感染リスクが高い獣医療関係者の

SFTS 発症動物対策についてガイドラインを作

成した。更に、ツシマヤマネコなどの絶滅危惧

種におけるSFTS感染リスクが高まっているこ

とを報告し、対策を行っている。SARS-CoV-2は

愛玩動物、動物園展示動物などに病気を引き

起こすとともに、動物への感染は新たなリス

クとなる可能性があることから、SARS-CoV-2

の国内の動物への感染状況を調べ、リスクに

ついて分析した。高病原性鳥インフルエンザ

がポーランドと韓国において猫に感染し問題

となったため、獣医師向け検査マニュアルを

作成した。最近日本紅斑熱が発生した石垣島

で、動物関係者、獣医師と連携して、マダニ媒

介感染症の疫学調査のためのネットワークを

形成した。更に 2 件のシンポジウムを主催す

るとともに、マスメディア、著書、講演会、海

外でのシンポジウムなどでワンヘルスに関す

る情報提供等を行った。 

 

2) 地域のワンヘルス推進に関する取組のモ

デル事例の検討に関する研究 

本研究班では、2022 年度に厚生労働行政推進

調査事業費補助金事業により実施された 3 つ

の主要なテーマ、「地域のワンヘルス推進に関

する取組のモデル事例の検討」、「国内の野生

動物及び愛玩動物由来感染症サーベイランス

のガイダンスの作成」、「動物由来検体の検査

方法の開発、国内知見の情報集約」を更に応

用・展開することを目的としている。その中で、

本分担研究では地域のワンヘルス推進に関す

る取組のモデル事例として、二つの課題「動物

由来感染症起因病原体の網羅的探索」と「野生

生物生息状況把握手法開発」に取組んだ。 

 まず、「動物由来感染症起因病原体の網羅的

探索」では、福岡県の検査において原因不明と

されたマダニ媒介感染症疑い臨床検体及び、

福岡県内で採取した植生マダニを対象として

次世代シークエンサーを用いた病原体の網羅

的検出を行った。臨床検体からは病原性が疑

われるウイルス等は検出されなかったが、植

生マダニから海外でヒトの感染報告のある

Jingmen tick virusが検出され、福岡県での

存在が明らかとなった。また、福岡県における

ワンヘルスアプローチを九州地域に展開する

ため、九州各県の地方衛生研究所と協力・連携

し、検体の提供や動物由来感染症の調査手法

の共有、情報交換を行うことで九州地域にお

ける動物由来感染症サーベイランスの強化と

ネットワーク構築を行った。 

 次に「野生生物生息状況把握手法開発」では、

福岡県内における哺乳類及び鳥類を対象とし

たメタバーコーディング手法による網羅的な

環境 DNA 調査手法の検討を進展させ、対象と

する生物種に適した手法の検討を行った。哺

乳類についてはその生態を考慮した環境試料

の検討を実施し、鳥類については人工湿地に

おける定点の環境 DNA 調査を実施して経時変

化を解析した。環境 DNA 調査から得られた結

果については、同地点で実施した個体調査等

の生態観測データと照合することにより妥当

性の評価を行った。 

 

3) 徳島県内の愛玩動物、野生動物、産業動物

における SFTSの浸潤状況調査に関する研

究 
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徳島県内の愛玩動物（犬及び猫）及び野生動物

（イノシシ及びシカ）の血清又は血漿を対象

として、重症熱性血小板減少症候群ウイルス

（以下、「SFTSV」という。）抗体を ELISA法に

より検査した結果、犬 1.4％、猫 0.6％、イノ

シシ 20.3％で抗体の保有が確認され、検体採

取場所を基に、徳島県における SFTSV のリス

クマップを作成した。さらに、この研究結果等

に基づいた啓発用パンフレットを作成し、県

内の病院、動物病院及び動物愛護センターな

どの施設に配布し、県民への周知を図った。 

 また、ヒト患者発生地域で飼育された産業

動物（牛及び豚）の血清を対象として、SFTSV

抗体を ELISA 法により検査した結果、全て陰

性であった。このことから、と畜場でのと殺、

解体時等の SFTSV への感染リスク及び牛肉、

豚肉を介した消費者への感染リスクは低いと

考えられた。 

 

4) ワンヘルスの概念に基づく、特殊検査の

実施と資料バンクの構築 

ワンヘルスの概念に基づいて、北海道大学で

は One Healthリサーチセンター(OHRC)を中心

として、感染症・非感染症の病態解析、予防・

治療法の開発に資する基礎・応用研究、保全医

学研究、汎動物学研究、高度診断検査の提供に

よる特定が困難な症例の病因究明、および、疾

病関連情報と生物試料のデータベース・バン

ク化を推進している。OHRC では本年度ヒト及

び動物検体の検査を受け入れ、疾病及び死亡

の原因検索を実施し、一部症例では原因を明

らかとし、臨床上・公衆衛生上重要な情報を検

査依頼元にフィードバックすることが出来た。

さらに、新規検査系の開発、バイオバンクの拡

充を行った。 

 

5) 宮崎大学のワンヘルス推進に関する取り

組み 

2013 年に国内で新たなマダニ由来人獣共通感

染症として報告された重症熱性血小板減少症

候群(SFTS)は、宮崎県における患者発生数が

最も高く報告されている。また近年は SFTSウ

イルスがマダニだけでなくネコから感染する

ことも明らかになっており、宮崎県における

ワンヘルス連携の充実及びその実践が求めら

れた。そこで本分担課題では、SFTS をモデル

に、流行地宮崎県におけるワンヘルス連携の

拡充とワンヘルス研究の推進に取り組んだ。

SFTS が人獣共通感染症であることから、ヒト

と動物における臨床検体や発生情報の共有化

を目指した。また、伴侶動物（ネコ、イヌ）や

マダニにおける SFTS感染状況を調査した。そ

の結果、2023 年度の宮崎ではネコにおける発

生数が増加していること、またネコ発生地域、

ネコ、イヌにおける抗体保有地域では、ヒトに

おける発生が起こっていることなどが確認で

きた。本分担課題の取り組みにより、SFTS 流

行地宮崎におけるヒト及び動物におけるモニ

タリング体制と情報共有体制が構築でき、東

進するSFTSの情報発信に貢献することが期待

できる。 

 

6) 動物由来感染症発生動向調査のためのシ

ステム開発 

ヒトと動物が共通に感染する感染症（人獣共

通感染症）は数多あり、野生動物における死亡

動向の把握は、何れの感染症においても重要

な情報元となりうることが知られている。そ

こで、カラスやその他鳥類、野生動物（コウモ

リ、ネコ、イヌ、シカ、クマ、イノシシ、アラ

イグマ、タヌキ、キツネ、イタチ、ハクビシン

など）の死亡個体数を、インターネットを介し

て入力および閲覧できるように、DAS (dead 

animal surveillance) システムを開発し運

用を行ってきた。近年、愛玩動物からヒトへの

感染リスクを持つ病原体の感染状況を把握す

る需要も増してきたことから、これらの情報

を一元管理する手軽なシステムが望まれてい

た。そこで本年度は、これらの要望に基づき

DASシステムの改修を行った。この改修の結果、

野生動物の死亡個体数調査と、愛玩動物等の

病原体検査を一元管理できるシステムが構築

された。 

 

7) 動物由来感染症対策マニュアルの検討 

ニパ、ヘンドラウイルス感染症及びオルソポ

ックスウイルス感染症について、国内の野生

動物、愛玩動物等から病原体を検出する際の

検体採取法および検査・診断法等について、適

切な方法を検討し、各感染症の疫学情報等と

ともに動物由来感染症サーベイランスを実施
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する際のガイダンスとしてまとめた。自治体

のワンヘルス担当職員に対して、重症熱性血

小板減少症候群（SFTS）、E 型肝炎及び野兎病

の各感染症について、ガイダンスの内容に基

づき抗体検出法、遺伝子検出法を用いた病原

体研修法の技術習得のための研修を実施した。

犬ブルセラ菌及びパスツレラ属菌のサーベイ

ランスを実施するとともにその有用性を検証

した。各種研修やサーベイランスに動物由来

感染症ガイダンスを利活用するとともにその

有用性を検証し、さらなる最適化を進めてい

く必要がある。 

 

Ｄ．考察 

北海道、宮崎県では大学が中心となって、福岡

県、徳島県では地方自治体が中心となって、石

垣島、対馬では国立感染症研究所が中心とな

って、動物展示施設、動物病院などと連携を強

化し、ワンヘルスアプローチを強力に推進す

ることができた。このような分断横断的な研

究成果をより情報共有し、対策に生かす試み

をさらに推進する必要がある。 

 

Ｅ．結論 

1) 福岡県・徳島県・北海道・宮崎県で地域ワ

ンヘルスアプローチの取り組みを展開し

た。 

2) 国内の野生動物及び愛玩動物由来感染症

サーベイランスのガイダンスに基づき、

野生動物・伴侶動物において動物由来感

染症の検査体制を構築し、ガイダンスを

更新した。 

3) 動物における感染症の発生をリアルタイ

ムに情報収集するためのシステムを構築

した。 

4) 動物由来感染症に関する情報収集と情報

提供を行った。 

 本研究班の全国的な拡大が求められる。 

 

Ｆ．健康危機情報 

特になし 

 

Ｇ．研究発表 

１．論文発表 
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Resour Announc. 2024. 10:e0126923.  

2. Inoue Y, Kaku Y, Harada M, Ishijima 

K, Kuroda Y, Tatemoto K, Virhuez-

Mendoza M, Nishino A, Yamamoto T, 

Inoue S, Matsuu A, Maeda K*. Cross-

neutralization activities of 

antibodies against 18 lyssavirus 

glycoproteins. Jpn J Infect Dis. 

2023 Dec 28. 

3. Kobayashi D, Inoue Y, Suzuki R, 

Matsuda M, Shimoda H, Faizah AN, 

Kaku Y, Ishijima K, Kuroda Y, 

Tatemoto K, Virhuez-Mendoza M, 

Harada M, Nishino A, Inumaru M, 

Yonemitsu K, Kuwata R, Takano A, 

Watanabe M, Higa Y, Sawabe K, Maeda 

K, Isawa H. Identification and 

epidemiological study of an 

uncultured flavivirus from ticks 

using viral metagenomics and 

pseudoinfectious viral particles. 
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4. Harada M, Matsuu A, Kaku Y, Okutani 
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Neurovirulence in Mice. Viruses. 
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Tatemoto K, Virhuez-Mendoza M, Inoue 

Y, Harada M, Nishino A, Sekizuka T, 

Kuroda M, Fujimoto T, Ishihara G, 

Horie R, Kawamoto K, Maeda K. Pet 

Animals Were Infected with SARS-CoV-

2 from Their Owners Who Developed 

COVID-19: Case Series Study. 

Viruses. 2023. 15(10):2028.  

8. 前田 健「Bウイルスと One Health」臨

床とウイルス（春恒社）2023年、51巻 4

号 207－211 

9. 畑孝、平良雅克、石嶋慧多、前田 健

「杉並区の地域猫における重症熱性血小

板減少症候群ウイルスに対する抗体保有

状況調査の取組─地域猫の不妊去勢事業

を利用した One Health アプローチ─」

（試験・調査・研究・指導報告）日本獣
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16. 2023年 9月「第 5回 SFTS研究会・学術

集会」開催 (SFTS研究会主催、大会長 

岡林環樹)  

17. 2023年 11月「動物臨床医学会年次大

会 」招待講演「犬猫の SFTSに立ち向か

うための最新情報 ~ 2. 流行地宮崎にお

ける SFTS検査体制 」宮崎の状況を報告 

 

 

 

 

３．講演会 

1. 前田 健「ダニ媒介人獣共通感染症」第

35回日本臨床微生物学会総会・学術集会 

教育講演 2024年 2月 9日(金) 16:20-

16:50 パシフィコ横浜ノース 

2. 前田 健「重症熱性血小板減少症候群

（SFTS）の現状等」令和 5年度神奈川県

衛生獣医師会研修会，令和 6年 1月 20

日（土）14時 00分～16時 30分，藤沢

市民会館 第 2会議室 

3. 前田 健「SFTSの東京での Xデーに備え

る！」第 1回フロンティアワンヘルスネ

クサスセミナー農工大・東京都獣医師会

共同主催「獣医療従事者が知っておくべ

き SFTS」2023年 12月 12日午後 7時 30

分～9時 30分 WEB 
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4. 前田 健「One Health アプローチ：動

物から学ぶ新興感染症」第 2回ワンヘル

スネットワークフォーラムセミナー「感

染症の新たな課題 ～インフルエンザ、

新型コロナ、ワンヘルス、そしてリスク

コミュニケーション」2023年 12月 2日 

5. 前田 健「獣医の誇り！微生物学の病原

体研究を通じて」山口大学農学部・獣医

学部同窓会東京支部講演会令和 5年 11

月 25日 

6. Ken Maeda “Oz virus human 

infection” KDCA-KSZ One Health 

Forum and Autumn Conference, 

November 23-24, 2023 in Komodo Hotel 

in Gyeongju, Korea 

7. 前田 健「動物由来感染症;ワンヘルス

アプローチの重要性」令和 5年度地方保

健総合推進事業 地方衛生研究所東海・

北陸ブロック地域リファレンスセンター

連絡会議 2023年 11月 21日 

8. 前田 健「エキゾチックアニマルの感染

症のまとめ」第 44回動物臨床医学会年

次大会ベーシックセミナー 2023年 11

月 18日 

9. 前田 健「国内発生から 10年：明らか

になったこと」第 44回動物臨床医学会

年次大会令和 5年 11月 18日 

10. 前田 健「SFTS 等の最新の動物由来感

染症の発生状況について」令和５年度動

物由来感染症対策技術研修会について令

和５年 11月９日 

11. 前田 健「ポストコロナのズーノーシス

対策：One Health アプローチ」第 23 

回 人と動物の共通感染症研究会 学術集

会 教育講演 2023 年 10 月 28 日 

12. 前田 健「重症熱性血小板減少症候群

（SFTS)の現状と診断の留意点」令和 5

年度感染症医療従事者研修会相模原協同

病院 2階多目的ホール令和 5年 10月 23

日 

13. 前田 健「One Health アプローチ―動

物由来感染症を知る―」第 26回アルボ

ースセミナー 2023年 10月 19日 

14. 前田 健「SFTS等の最新の動物由来感染

症の発生状況について」令和 5年度動物

由来感染症対策技術研修会 HP掲載 

15. 前田 健「近年話題のマダニ媒介感染症

－SFTS、エゾウイルス感染症、オズウイ

ルス感染症等－」令和 5年度「地域保健

総合推進事業」全国疫学情報ネットワー

ク構築会議プログラム令和 5年 9月 25

日から 10月 31日配信 

16. 前田 健「SFTSの自然宿主の探索」宮崎

県医師獣医師連携セミナー 令和 5年 9

月 1日 

17. 前田 健「One Health: SFTS・Mpoxな

ど」日本ペストコントロール協会 感染

症対策講習会 2023年 WEB配信 

18. 前田 健「SFTS（重症熱性血小板減少症

候群）の脅威とその対策」日本小動物獣

医師会オンラインセミナー令和 5年 8月

2日 

19. 前田 健「エキゾチックアニマルにおけ

る動物由来感染症」日本獣医エキゾチッ

ク動物学会 2023年夏季セミナー2023年

7月 30日 

20. 前田 健「茨城県にて死亡者から検出さ

れたオズウイルスについて」第 4回愛媛

ワンヘルス研究会、2023 年 7 月 1 日 

21. 前田 健「One Healthの実践」2023年

度 短期研修 食肉衛生検査研修 2023

年 6月 22日 

22. 前田 健「マダニが媒介する SFTSにつ

いて」感染症にかかわる特別講習会、神

奈川県ペストコントロール協会、令和 5

年 6月 13日 

23. One Health Approachに基づく人と伴侶

動物由来薬剤耐性菌の解析とその対策, 

佐藤 豊孝, 第 10回 One World One 

Health 研究会  2023年 6月 30日 

24. 薬剤耐性菌の 国際的なトレンドを把握

する, 佐藤 豊孝, 札幌医科大学附属病

院 感染症医療教育・支援センター 主催 

WEBセミナー  2023年 5月 25日 

25. 国内人気犬種におけるエピジェネティッ

ククロック樹立の試み, 山崎淳平, 遺伝

研研究会「コンパニオンアニマルのゲノ

ム医療」2024 年 1 月 14日 

26. エゾウイルスの発見の経緯, 松野啓太, 

第 97 回日本感染症学会総会・学術講演

会 第 71 回日本化学療法学会学術集会 

合同学会, 2023年 4月 28日 
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27. 北海道大学 One Healthリサーチセンタ

ーの教育・研究に果たす役割, 松野啓

太, 第 32回感染研シンポジウム, 2023

年 5月 22日 

28. Strategy for the discovery of 
emerging tick-borne viruses, Keita 

Matsuno, 1st Tick and Tick-Borne 

Diseases Symposium in Southeast 

Asia, 2023年 6月 22日 

29. マダニが媒介する?新しいウイルス感染

症と新規ウイルス発見の話, 松野啓太, 

日本ウイルス学会北海道支部 第 56 回 

夏季シンポジウム, 2023年 7月 15日 

30. Ticks and Tick-borne Infections 
(Re-)emergence in Asia, Keita 

Matsuno, International Symposium IRN 

SustainAsia- Growth and Environment 

in Asia, 2023年 10月 11日 

31. SFTSとエゾウイルス感染症 －マダニが

媒介する新たな感染症－, 松野啓太, :

第 41回日本獣医師会獣医学術学会年次

大会, 2023年 12月 3日 

32. Emerging Tick-borne Bunyavirus 
Infections, Keita Matsuno, JOINT 

INTERNATIONAL TROPICAL MEDICINE 

MEETING 2023, 2023年 12月 13日 

33. 2023年 9月「宮崎県医師獣医師連携セミ

ナー」開催  (宮崎ワンヘルス研究会主

催）SFTS、10年の小括、SFTSの自然宿

主  

34. 2023年 9月「富山県衛生研究所主催セミ

ナー」招待講演「富山県内初の感染事例

から学ぶ重症熱性血小板減症候群」宮崎

の状況を報告  

35. 2023年 10月「新潟県獣医師会ワンヘル

ス県民公開講座」招待講演「重症熱性血

小板減少症候群”対策に向けた宮崎ワン

ヘルスアプローチ 」宮崎の状況を報告  

36. 2024年 3月「岐阜大学共同獣医学研究科

市民公開講座・ワンヘルスを考える」招

待講演「宮崎県における SFTS対策の取

り組み」宮崎の状況を報告 

37. 今岡 浩一，遠藤 詳大，高梨 真樹，鈴

木 道雄．質量分析装置 MALDI Biotyper

および VITEK MSによる Brucella属菌の

同定と検証．第 35回日本臨床微生物学

会学術集会、横浜、2023年 2月 

38. 今岡 浩一，鈴木 道雄．国内の患者，ラ

ットより分離された Streptobacillus属

菌の解析．第 35回日本臨床微生物学会

学術集会、横浜、2023年 2月 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

該当なし 

 

２．実用新案登録 

該当なし 

 
３．その他 

ヒト検体を臨床検査として検査するために必

要な衛生検査所登録について、北海道大学内

で意見交換を行い、合意を得た。


